
 

 

 

                            

 

古代史シリーズ５「日本の神社と神々」 

第三部「八幡・宗像・住吉神社信仰と海神の神」 

 

著者：有限会社 情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

倭
は
大
陸
と
の
交
流
、
覇
権
争
い
の
中
で
巧
み

に
文
化
を
取
り
入
れ
大
和
へ成
長
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
海
神
（わ
だ
つ
み
）が
い
ま
し

た
。
海
神
を
祀
る
代
表
的
神
社
、
宇
佐
神
宮
、

宗
像
大
社
、
住
吉
大
社
の
三
社
を
探
求
し
ま

す
。
大
和
に
文
明
を
も
た
ら
し
た
海
神
と
神

社
を
訪
ね
る
話
で
す
。 



 

 



 

2 

 

は
じ
め
に 

 
本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の

文
化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
三
部「
八
幡
・宗
像
・住
吉
神
社
信
仰
と
海
神
の
神
」で
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征

伐
の
後
に
生
ま
れ
た
応
神
天
皇
（
八
幡
神
）を
祭
祀
し
、
日
本
最
大
の
神
社
数
を
誇
る「
宇
佐
神
宮
」の
創
建
の
由
来
と
八
幡
信
仰
の
要

因
を
捉
え
ま
す
。
宗
像
大
社
で
は
、
高
天
原
か
ら
降
臨
さ
れ
た
宗
像
三
女
神
を
祭
祀
す
る
海
神
の
由
来
と
信
仰
の
要
因
を
つ
か
み
ま

す
。
住
吉
大
社
で
は
、
神
宮
皇
后
の
三
韓
征
伐
を
支
え
た
海
神
、
住
𠮷
大
社
の
祭
神
の
由
来
と
信
仰
要
因
を
抑
え
て
い
き
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア

か
ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

 ＋
「
宇
佐
神
宮
」
（宇
佐
神
宮
庁
） 

＋
「
な
ぜ
八
幡
神
社
が
日
本
で
一
番
多
い
の
か
」 

島
田
裕
巳
著
（幻
冬
舎
） 

＋
「
ｍ
ａ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
ｅ
の
ニ
ッ
ポ
ン
民
俗
学
」小
論 

柳
田
国
男
著
（2005.02.20
） 

＋
「
宇
佐
神
宮 

神
社
紀
行
」（学
研
） 

＋
「
む
な
か
た
さ
ま
」（宗
像
大
社
社
務
所
）、「
宗
像
大
社
」 

（宗
像
大
社
社
務
所
） 

＋
「
時
空
ト
ラ
ベ
ラ
ー 

古
代
筑
紫
三
海
人
続
の
謎
（１
）」 N

T
T

 
R
esonant 

IN
C

 

＋
「
宗
像
大
社
」 

神
社
紀
行 

（学
研
） 

＋
「
住
吉
大
社
」 

住
吉
大
社
編
（学
生
社
） 
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＋「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
三
部「
八
幡
・宗
像
・住
吉
神
社
信
仰
と
海
神
の
神
」の
全
体
構
成
は
次

の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
神
社
と
神
々
」 

第
三
部「
八
幡
・宗
像
・住
吉
神
社
信
仰
と
海
神
の
神
」の
目
次 

 

第
一
章 
「
宇
佐
神
宮
の
構
成
と
特
徴
」 

 ...................................................... 

５ 

宇
佐
神
宮
の
境
内
構
成
の
神
々
と
神
宮
歴
史
を
鳥
瞰
す
る
。 

 第
二
章 

「
宇
佐
神
宮
の
由
来
と
広
が
り
」 
 .............................................. 

１
７ 

八
幡
神
の
縁
起
と
八
幡
信
仰
の
要
因
を
掴
み
ま
す
。 

 第
三
章 

「
宗
像
大
社
の
由
来
と
信
仰
の
広
が
り
」 

 .................................... 

３
１ 

宗
像
大
社
の
三
女
神
の
由
来
と
宗
像
信
仰
の
発
展
の
由
来
を
掴
み
ま
す
。 

 

 第
四
章 

「
住
吉
大
社
の
構
成
と
特
徴
」 ................................................... 

４
４ 

住
吉
大
社
の
境
内
構
成
の
神
々
と
住
吉
造
の
特
徴
を
知
る
。 

 第
五
章 

「
住
吉
大
社
の
由
来
と
信
仰
の
広
が
り
」 ..................................... 

５
５ 

住
吉
大
神
の
由
来
と
住
吉
信
仰
の
広
が
り
の
要
因
を
掴
む
。 

 

お
わ
り
に .............................................................................................. 

６
６ 
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◆
第
一
章 

「
宇
佐
神
宮
：概
要
と
特
徴
」の
目
次 

 

 
第
一
話 

宇
佐
神
宮
の
全
体
概
要 ............................................................. 

６ 

  第
二
話 

宇
佐
神
宮
構
成 ...................................................................... 

８ 

 

第
三
話 

宇
佐
神
宮
歴
史
年
表  ............................................................ 

１
３ 

 

コ
ラ
ム
：「
宗
像
三
女
神
」  ..................................................................... 

１
６ 
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第
一
話 

宇
佐
神
宮
の
全
体
概
要 

  

宇
佐
神
宮
は
八
幡
神
社
の
総
本
山
で
す
。
そ
の
宇
佐
神
宮
の

境
内
概
要
か
ら
解
説
を
始
め
ま
す
。 

 

宇
佐
神
宮
の
周
り
を
寄
藻
川
（よ
り
も
が
わ
）が
流
れ
、
神

宮
を
囲
ん
で
い
ま
す
。
参
道
へ通
じ
る
橋
が
二
つ
、
表
参
道
に

通
じ
る
神
橋
（し
ん
き
ょ
う
）と
西
参
道
に
通
じ
る
呉
橋
（く
れ

ば
し
）で
す
。
呉
橋
は
呉
の
使
者
が
来
た
時
に
呉
人
が
作
っ
た

こ
と
か
ら「
呉
」が
付
い
た
橋
名
に
な
り
ま
し
た
。 

大
鳥
居
を
抜
け
て
、
表
参
道
を
進
む
と
下
宮
（げ
ぐ
う
）が
あ

り
、
そ
の
奥
に
本
殿
の
上
宮
（じ
ょ
う
ぐ
う
）が
あ
り
ま
す
。
上

宮
の
場
所
は
小
高
い
丘
に
な
っ
て
お
り
小
椋
山
（お
ぐ
ら
や
ま
）

と
言
わ
れ
ま
す
。
本
殿
は
こ
の
小
椋
山
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
宮
に
は
一
之
御
殿
（い
ち
の
ご
て
ん
）、
二
之
御
殿
、
三

之
御
殿
が
あ
り
、
一
之
御
殿
に
は
神
亀
二
年
（七
二
五
年
）に

八
幡
大
神
が
祭
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
八
幡
神
が
顕
現
し
た
菱

形
池
（ひ
し
が
た
い
け
）が
境
内
の
中
央
に
あ
り
、
八
幡
神
の
顕

現
は
五
七
一
年
と
社
伝
は
伝
え
て
い
ま
す
。 

八
幡
信
仰
の
神
社
位
置
づ
け
を
抑
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
八

幡
神
社
と
し
て
は
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
、
鎌
倉
の
鶴
岡

八
幡
宮
、
博
多
の
筥
崎
宮
、
大
分
の
宇
佐
神
宮
が
著
名
で
あ

る
。
石
清
水
八
幡
宮
は
八
五
九
年
に
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
注

勧

請
（か
ん
じ
ょ
う
）さ
れ
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
は
源
頼
義
が

前
九
年
の
役
に
勝
利
後
、
石
清
水
八
幡
宮
を
鎌
倉
の
由
井
に

勧
請
し
、
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
時
、
由
井
か
ら

現
在
の
地
に
移
さ
れ
鶴
岡
八
幡
宮
と
な
り
ま
し
た
。
（
注
）
勧
請

参照資料Ⅰ- １：宇佐神宮境内

上宮

下宮

大鳥居

表参道

神橋
（しんきょう）

呉橋
（くればし）

菱形池

小椋山

西参道

出典：ウィキペディア

寄藻川



 

7 

 

と
は
、
神
仏
の
分
霊
を
請(

し
ょ
う)

じ
迎
え
る
こ
と
。 

博
多
の
筥
崎
宮
は
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
九
二
四
年
に
八
幡
神
が
海
外
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
、
八
幡
宮
の
造
立
を
直
接
宣
託

し
た
こ
と
で
建
立
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。 

 

八
幡
信
仰
に
関
わ
る
神
社
は
、
神
社
庁
管
轄
の
七
万
九
三
三
五
社

（平
成
二
年
調
査
）の
中
で
最
大
の
信
仰
を
誇
り
、
七
八
一
七
社
に
上

る
。
八
幡
神
を
祀
る
神
社
は
、
八
幡
神
社
、
八
幡
宮
、
若
宮
神
社
な

ど
と
呼
ば
れ
る
。
宇
佐
神
宮
で
の
参
拝
形
式
は
二
礼
四
拍
手
一
拝
が

古
儀
で
あ
る
。
出
雲
大
社
の
礼
拝
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
遷
宮
は
、
鎌

倉
末
期
ま
で
三
十
三
年
毎
の
式
年
造
宮
で
あ
っ
た
が
、
臨
時
造
営
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
造
営
と
は
火
災
や
異
常
時
に
行
う
遷
宮
で

あ
り
、
仮
殿
を
設
置
す
る
の
で
仮
殿
遷
宮
と
も
い
わ
れ
る
。 

延
喜
式
に
よ
れ
ば
、
祭
神
は
応
神
天
皇
（（誉
田
別
命
：ホ
ン
ダ
ワ
ケ
ノ

ミ
コ
ト
） 

、
比
売
大
神
（ヒ
メ
オ
オ
カ
ミ
）、
神
功
皇
后
（ジ
ン
グ
ウ
コ
ウ

ゴ
ウ
）で
あ
る
。
天
皇
の
系
譜
か
ら
応
神
天
皇
と
神
功
皇
后
を
見
る

と
、
十
五
代
応
神
天
皇
は
十
四
代
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后
の
御
子
に

な
る
。
母
親
と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

一
之
御
殿
の
御
祭
神
で
あ
る
八
幡
大
神
は
応
神
天
皇
の
ご
神
霊

で
、
五
七
一
年(

欽
明
天
皇
の
時
代
）に
初
め
て
宇
佐
の
地
に
ご
示
顕

（じ
げ
ん
）に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。「
八
幡
様
」の
愛
称
で
知
ら
れ
ま

す
。 二

之
御
殿
の
御
祭
神
で
あ
る
比
売
大
神
は
八
幡
様
が
現
わ
れ
る
以

前
の
古
い
神
、
地
主
神
と
し
て
祀
ら
れ
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

宇
佐
の
地
は
畿
内
や
出
雲
と
同
様
に
早
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
神
代
（か
み
よ
）に
比
売
大
神
が
注

宇
佐
嶋
（う
さ
じ
ま
）に
ご
降
臨
さ
れ

た
と『
日
本
書
紀
』に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
注
）
宇
佐
嶋
は
宇
佐
洲
（
宇
佐
国
御
許
山
：
お
も
と
や
ま
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

比
売
大
神
は
、
宗
像
三
女
神
と
い
わ
れ
る
多
岐
津
姫
命
（タ
ギ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、
市
杵
嶋
姫
命
（イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、
多
紀
理
姫
命

（
タ
ギ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
さ
れ
る
。
八
幡
神
が
祀
ら
れ
た
六
年
後
の
七
三
一
年(

天
平
三
年)
に
八
幡
神
の
神
託
（お
告
げ
）に
よ
り
二
之
御

＊造化３神：アマノミナカヌシノカミ、タカムスビノカミ、カムムスビノカミ

＊イザナキノカミ イザナミノカミ（神世７代の最後の神）

＊ニニギノミコト
（アマテラスの孫）

＊アマテラス大御神 ＊ツクヨミノミコト ＊スサノオノミコト

コノハナサクヤヒメ

＊ホオリノミコト
(山幸彦）

トヨタマヒメ ＊ホデリノミコト
(海幸彦）

＊ワカミケヌノミコト（イワレヒコ）

初代 神武天皇

＊10代 崇神天皇

＊ウガフキアエズノミコト タマヨリヒメ

＊12代 景行天皇 ＊小碓命（ヤマトタケル）

＊40代 天武天皇 （673-686：古事記、日本書紀指示）

高
天
原

神
様
の
世
界

天
皇
の
時
代

＊15代 応神天皇 （ホムタワケノミコト）

＊16代 仁徳天皇 （5世紀末 486mの最大の前方後円墳）

イスケヨリヒメ

3C

3C

4C

5C

5C

＊14代 仲哀天皇5C 神功皇后注 天之日矛（アメノヒボコ）
注：息長帯比売命（おきながたらしひめのみこと）

参照資料Ⅰ- ２：神と天皇系譜

＊ホスセリノミコト
(火須勢理命）

＊天之忍穂耳命（アメノオシホミミノミコト）
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殿
が
造
立
さ
れ
、
宇
佐
の
国
造
は
、
比
売
大
神
を
お
祀
り
し
た
。
（
宗
像
三
女
神
の
詳
細
は
コ
ラ
ム
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）
三
之
御
殿
は
神
託
に
よ
り
、

八
二
三
年(

弘
仁
十
四
年)

に
建
立
さ
れ
、
応
神
天
皇
の
御
母
、
神
功
皇
后
を
お
祀
り
し
て
い
る
。
現
在
、
神
功
皇
后
は
母
神
と
し
て
神
人
（じ

に
ん
）
交
歓
、
安
産
、
教
育
等
を
守
護
す
る
神
と
し
て
威
徳
を
示
し
て
い
る
。
神
人
交
歓
と
は
神
職
に
よ
る
舞
や
唱
（と
な
）え
に
よ
る
神
と
の

や
り
取
り
を
い
い
、
威
徳
と
は
犯
し
が
た
い
威
と
人
に
尊
敬
さ
れ
る
徳
の
こ
と
を
い
う
。 

  

第
二
話 

宇
佐
神
宮
構
成 

  

神
宮
構
成
は
伊
勢
神
宮
に
倣
い
上
宮
（じ
ょ
う
ぐ
う
）と
外
宮
（げ
ぐ
う
）か
ら
成
る
。
出
雲
大
社
で
い
う
玉
垣
内
（た
ま
が
き
）に
祭
神
と
脇

殿
が
鎮
座
す
る
。
宇
佐
神
宮
独
特
の
様
式
を
持
つ
上
宮
の
本
殿
の
建
築
様
式
か
ら
見
て
い
き
ま
す
（参
照
資
料I-3,4

）。 

宇
佐
神
宮
の
建
築
様
式
は
八
幡
造
（は
ち
ま
ん
づ
く
り
）と
言
わ
れ
る
。
こ
の
八
幡
造
は
、
二
棟
の
切
妻
造
平
入
（き
り
づ
ま
づ
く
り
ひ
ら
い

り
）
の
建
物
が
前
後
に
接
続
し
た
形
で
、
両
殿
の
間
に
一
間
の
相
の
間
（馬
道
：
め
ど
う
）が
つ
き
、
そ
の
上
の
両
軒
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
大
き
な

金
の
雨
樋(

あ
ま
ど
い)

が
渡
さ
れ
る
特
異
な
構
造
を

持
つ
。
屋
根
は
注

桧
皮
葺(

ひ
は
だ
ぶ
き)

で
白
壁
朱

漆
塗
柱
の
華
麗
な
建
物
が
、
横
一
列
に
並
ぶ
。 

（注
）
檜
（
ひ
の
き
）
の
皮
を
剥
い
で
敷
き
詰
め
ま
す
。
日
本
に

し
か
な
い
葺
き
方
で
、
優
美
で
洗
練
さ
れ
た
印
象
を
与
え
ま

す
。
屋
根
は
流
造
（な
が
れ
づ
く
り
）で
平
入
の
正
面

に
伸
び
て
い
る
た
め
、
仏
堂
や
社
殿
の
屋
根
の
中
央

が
前
方
に
張
り
出
し
た
部
分
に
向
拝
柱
（ご
は
い
ば

参照資料Ⅰ- ４ ：宇佐神宮（八幡造）

申殿外（前）殿内（奥）殿

楼門

相の間

本殿

出典：ウィキペディア

中央に板をはさみ，
その表裏に格子を
組み込んだ建具

向拝柱：仏堂や社
殿の屋根の中央
が前方に張り出し
た部分の柱のこと

破風（はふ）：屋根の
妻側の造形のこと

参照資料Ⅰ- ３：建築様式（八幡造）

出典：ウィキペディア
相の間（馬道）
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し
ら
）
が
あ
り
支
え
て
い
る
。
平
入
の
正
面
の
戸
は
、
現
在
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
相
当
す
る
蔀
戸
（し
き
み
ど
）が
あ
る
。
蔀
戸
は
中
央
に
板
を
は
さ

み
，
そ
の
表
裏
に
格
子
を
組
み
込
み
、
寝
殿
造
り
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
建
具
で
あ
る
。 

本
殿
の
構
成
は
、
楼
門
（ろ
う
も
ん
）、
申
殿
（さ
る
ど
の
：
拝
殿
の
こ
と
）、
本
殿
、
脇
殿
（
わ
き
ど
の
）か
ら
成
る
。
本
殿
は
奥
殿
を「
内
院

（な
い
い
ん
）
」・前
殿
を「
外
院
（げ
い
ん
）」と
い
い
、
内
院
に
は
御
帳
台
（み
ち
ょ

う
だ
い
）が
あ
り
、
外
院
に
は
御
椅
子
が
置
か
れ
、
い
ず
れ
も
御
神
座
で
あ
る
。

御
帳
台
は
神
様
の
夜
の
ご
座
所
で
あ
り
、
御
椅
子
は
昼
の
ご
座
所
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
神
様
が
昼
は
前
殿
（外
院
）、
夜
は
奥
殿
（内
院
）に
移
動
す
る
こ
と

が
八
幡
造
の
特
徴
と
言
え
る
（参
照
資
料I-5

）。 

 

玉
垣
内
の
本
殿
祭
神
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
脇
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
脇
殿
と

は
正
殿
に
控
え
る
神
の
日
常
の
世
話
を
す
る
神
を
言
う
。 

一
之
御
殿
は
、
祭
神
が
応
神
天
皇
、
別
称
は
誉
田
別
命
（
ホ
ン
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ

ト
） 

で
あ
り
、
脇
殿
に
は
春
日
神
社
を
配
置
す
る
。
春
日
神
社
は
藤
原
氏
の

祖
神
で
あ
る
天
児
屋
根
命
（ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
祭
神
で
あ
る
。
こ
の
脇

殿
の
由
来
は「
磯
の
童
（い
そ
の
わ
ら
べ
）」が
神
功
皇
后
三
韓
出
兵
の
際
に
、
龍

宮
か
ら
潮
の
満
ち
干
を
操
る
霊
力
を
持
つ
潮
盈
珠
（し
お
み
つ
た
ま
）と
潮
乾

珠
（し
お
ふ
る
た
ま
）、
こ
の
神
器
を
借
り
受
け
て
皇
后
に
献
上
し
、
そ
の
お
か

げ
で
皇
后
は
三
韓
出
兵
に
成
功
し
た
の
を
助
け
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。「
磯
の

童
」と
は
筑
前
で
は
志
賀
島
（し
か
の
し
ま
）を
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
海
神
、

阿
曇
氏
の
祖
神
で
あ
る
志
賀
島
明
神
、
阿
雲
磯
良
（
あ
ず
み
い
そ
ら
）を
指
し

ま
す
。
天
児
屋
根
命
は
、
阿
雲
磯
良
と
同
神
で
あ
る
と
社
伝
は
い
う
。
こ
の
神

器
は
日
本
神
話
の
海
幸
山
幸
神
話
に
も
登
場
す
る
。 

 

二
之
御
殿
は
、
祭
神
が
比
売
（ヒ
メ
）大
神
で
あ
り
、
脇
殿
に
は
北
辰
神
社
を

配
す
る
。
北
辰
神
社
は
こ
の
上
宮
の
地
に
八
幡
神
が
鎮
座
す
る
よ
り
前
か
ら

祀
ら
れ
て
い
た
地
主
神
と
社
殿
は
伝
え
る
。
祭
神
は
天
御
中
主
神
（ア
メ
ノ
ミ

ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）、
高
御
産
巣
日
神
（タ
カ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
）、
神
産
巣
日
神
（カ

一之御殿（八幡大神）

楼門 ( ろうもん )と回廊
で囲まれた内側が境内

申殿( もうすでん )：拝殿
と神楽殿を兼ねる

三之御殿（神功皇后）二之御殿（比売大神）

回廊

北辰神社

奥殿（内院）

前殿（外院）

相間：馬道（めどう）

春日神社
住吉神社

参照資料Ⅰ- ５ ：宇佐神宮上宮本殿と脇殿

北辰神社

脇殿脇殿

脇殿

大社造の

玉垣に相当

出典：ウィキペディア
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ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
）で
造
化
（
ぞ
う
か
）
三
神
の
三
柱
で
あ
る
。
二
之
殿
の
脇
殿
で
西
中
門
内
に
鎮
座
す
る
。
八
幡
造
の
基
と
な
っ
た
の
は
、
二
之

御
殿
の
脇
殿
で
あ
る
北
辰
神
社
の
建
物
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。  

三
之
御
殿
は
、
祭
神
を
神
功
（ジ
ン
グ
ウ
）皇
后
と
し
、
脇
殿
に
は
住
吉
神
社
を
配
す
る
。
脇
殿
の
由
来
は
、
住
吉
神
社
が
住
吉
大
神
を
祭

神
と
し
、
神
功
皇
后
は
住
吉
大
神
の
神
託
も
あ
っ
て
新
羅
征
討
が
成
功
し
た
と
す
る
こ
と
に
よ
る
。 

 

下
宮
（げ
ぐ
う
） 

の
創
建
は
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年
間
（八
一
〇
年
代
）
に
勅
願
（ち
ょ
く
が
ん
）に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
上
宮
の
御
分
神
を
ご

鎮
祭
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
八
幡
大
神
・比
売
大
神
・神
功
皇
后
は
上
下
御
両
宮
の
ご
鎮
座
と
な
る
。
以
降
、「
下
宮
参
ら
に
ゃ
片
参

り
」
と
云
わ
れ
る
。
神
道
で
は
、「
一
処
二
祭
場
」と
い
う
神
社
形
式
が
あ
る
。
同
じ
場
所
あ
る
い
は
す
こ
し
離
れ
た
場
所
に
同
じ
よ
う
な
社
が

二
ヶ
所
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
神
殿
（祭
場
）は
生
と
死
・聖
と
俗
・男
と
女
・天
と
地
な
ど
を
表
し
、
二
神
殿
を
も
つ
こ

と
で
そ
こ
で
の
祭
祀
（さ
い
し
）が
完
成
す
る
と
い
う
。
伊
勢
神
宮
、
諏
訪
神
宮
、
上
賀
茂
・下
鴨
な
ど
は
こ
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
下
宮
の
八

幡
大
神
は
、
御
饌(

み
け)

を
司
る
と
と
も
に
、
農
業
や
一
般
産
業
の
発
展
、
充
実
を
お
守
り
に
な
る
ご
神
威
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

国
家
鎮
護
神
で
あ
る
上
宮
に
対
し
て
御
饌
（食
事
）な
ど
世
俗
的
な
も
の
を
掌
る
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
い
え
る
。
聖
と
俗
の
関
係
で
あ
る
。

古
く
か
ら
日
常
の
祭
祀
に
は
、
と
く
に
国
民
一
般
の
祈
願
や
報
賽 (

ほ
う
さ
い)

が
行
わ
れ
て
き
た
。
報
賽
と
は
祈
願
が
成
就
し
た
お
礼
に
神

仏
に
参
拝
す
る
お
礼
参
り
の
こ
と
で
あ
る
。
下
宮
の
建
築
様
式
は
上
宮
と
較
べ
小
さ
い
な
が
ら
も
同
じ
八
幡
造
に
な
る
。 

境
内
内
の
摂
社
・末
社
は
参
照
資
料1-

6
に
あ
る
よ
う
に
摂
社
八
社
、
末
社
十
二
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。
脇
殿
と
摂
社
に
つ
い
て
概
説
し

て
お
き
ま
す
。 

ま
ず
、
祭
神
の
日
常
の
世
話
を
す
る
脇
殿
の
神
社
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
之
御
殿
（八
幡
大
神
）の
脇
殿
は
春
日
神
社
、
二
之
御
殿
（比

売
大
神
）
は
北
辰
神
社
、
三
之
御
殿
（神
功
皇
后
）は
住
吉
大
社
で
す
。 

春
日
神
社
は
、
末
社
で
あ
り
天
児
屋
根
命
（ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
祭
神
。
天
児
屋
根
命
は
藤
原
氏
の
祖
神
と
言
わ
れ
ま
す
。
天
孫
降

臨
の
随
伴
神
の
一
柱
で
あ
り
阿
曇
磯
良
（
あ
ず
み
い
そ
ら
）と
同
神
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
之
御
殿
の
脇
殿
で
す
。
阿
曇
磯
良
と
は
神
功
皇
后

を
三
韓
征
伐
で
助
け
た
由
来
で
、
阿
曇
磯
良
と
い
わ
れ
、
阿
曇
氏
の
祖
神
と
す
る
海
神
（ワ
ダ
ツ
ミ
）で
あ
る
。
筑
前
で
は
志
賀
島
明
神
で
あ

り
、
大
和
で
は
春
日
大
明
神
（春
日
神
）
で
も
あ
り
ま
す
。 

北
辰
神
社
は
、
末
社
で
あ
り
、
祭
神
は
造
化
三
神
（ゾ
ウ
カ
サ
ン
シ
ン
）
で
あ
る
天
之
御
中
主
神
（ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）、
高
御
産
巣

日
神
（
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
カ
ミ
）、
神
産
巣
日
神
（カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
カ
ミ
）と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
神
を
上
宮
の
地
主
神
と
捉
え
て
い
る
。
二
之
御
殿
の

脇
殿
で
西
中
門
内
に
鎮
座
す
る
。
二
之
殿
祭
神
の
比
売
大
神
は
宗
像
三
女
神
で
天
照
大
御
神
の
子
神
に
な
る
。
宇
佐
で
最
も
古
い
地
元
神
で

あ
り
、
社
は
宇
佐
神
宮
の
原
型
と
言
わ
れ
る
。 
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住
吉
神
社
は
、
摂
社
で
あ
り
住
吉
大
神
が
祭
神
で
あ
る
。
住

吉
大
神
と
は
黄
泉
国
（よ
み
の
く
に
）
か
ら
戻
っ
て
き
た
伊
邪
那

岐
命
が
穢
れ
を
洗
い
清
め
た
時
に
成
っ
た
神
で
、「
底
筒
男
命

（ソ
コ
ツ
ツ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）」、「
中
（ナ
カ
）筒
男
命
」、「
表
（ウ
ワ
）

筒
男
命
」で
あ
る
。
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
で
功
績
を
あ
げ
、

大
阪
住
吉
の
地
に
祭
祀
さ
れ
た
。
対
馬
海
峡
渡
航
の
港
で
あ
る

対
馬
の
南
橋
に
あ
る
豆
酘
（つ
つ
）に
居
た
海
神
で
は
と
言
わ
れ

る
。
三
之
御
殿
（神
功
皇
后
）の
脇
殿
で
あ
る
。 

 

社
殿
を
み
る
と
、
一
之
御
殿
、
三
之
御
殿
は
神
功
皇
后
に
関

係
す
る
神
で
あ
り
、
二
之
御
殿
は
天
照
大
神
の
子
神
の
宗
像
三

女
伸
で
あ
る
。
大
和
朝
廷
の
祖
神
を
も
つ
大
和
朝
廷
色
の
強
い

神
社
と
言
え
る
。 

そ
の
他
の
境
内
内
摂
社
・末
社
を
概
説
し
よ
う
。
ま
ず
摂
社
か

ら
で
す
。 

若
宮
神
社
は
、
主
祭
神
の
後
継
を
祀
る
社
で
天
長
元
年
（八

二
四
年
）、
ご
神
託
に
よ
っ
て
大
鷦
鷯
尊
（
オ
オ
サ
ザ
キ
ノ
ミ
コ

ト
）、
す
な
わ
ち
十
六
代
仁
徳
天
皇
を
祀
る
。 

春
宮
（と
う
ぐ
う
）神
社
は
、
祭
神
が
菟
道
稚
郎
子
命
（ウ
ジ

ノ
ワ
キ
ノ
イ
ラ
ル
コ
ノ
ミ
コ
ト
）。
応
神
天
皇
の
御
子
神
で
仁
徳
天

皇
に
皇
太
子
を
譲
っ
た
弟
神
を
祭
る
。 

宇
佐
祖
（う
さ
そ
）神
社
（頓
宮
）
は
、
御
祭
神
が
菟
狭
津
彦 

菟
狹
津
媛
。
神
武
天
皇
を
一
柱
騰
宮
（
あ
し
ひ
と
つ
あ
が
り
の

み
や
）で
大
御
饗
（お
お
み
あ
え
）し
た
国
つ
神
で
、
宇
佐
の
国
造

で
あ
り
、
大
宮
司
の
祖
神
で
す
。
頓
宮
（と
ん
ぐ
う
）と
は
神
の

巡
幸
時
の
御
旅
所
で
仮
宮
や
休
憩
処
を
い
う
。 

参照資料Ⅰ- ６ ：宇佐神宮境内の摂社・末社
注：宇佐神宮の主祭神にはすべて脇殿がある。

出典：宇佐神宮（宇佐神宮庁出版）

摂・末社 神社名 事項

摂社 若宮神社 天長元年（824）、ご神託によって大鷦鷯尊（おおさざきのみこと、仁徳天皇）を祀る。

摂社 春宮（とうぐう）神社
祭神 菟道稚郎子命（うじのわきのいらつこのみこと）。応神天皇の御子神で仁徳天皇に皇太子
を譲った弟神。

摂社 住吉神社 住吉大神が祭神。三之殿の脇殿。

摂社
宇佐祖（うさそ）神社
（頓宮）

御祭神 菟狭津彦 菟狹津媛。神武天皇を一柱騰宮（あしひとつあがりのみや）で大御饗（おお
みあえ）した国つ神。宇佐の国造、大宮司の祖神。

摂社 黒男（くろお）神社 武内宿禰が祭神。景行天皇より5代の天皇に仕えた功臣。特に応神天皇に厚い。

摂社 大尾（おお）神社
大尾山頂にあり、和気清麻呂が道鏡事件に際して、国体護持の御神教を授かった。当時
（769年）、八幡大神は厭魅（えんみ）事件に関与し、大尾山にあった。

摂社 大神祖（おおがそ）神社 御祭神は八幡大神を顕した大神比義翁の霊を祀る。

摂社 大元（おおもと）神社 宇佐神宮の奥宮とされ、比売大神（ひめおおかみ）の降臨の地とされている。

末社 護王（ごおう）神社 御祭神は和気清麻呂朝臣命。御神教を受けた大尾（おお）山の山腹に祀る。

末社 八坂神社 須佐之男命を祀る。この神社の前で、毎年二月十三日に鎮疫祭(ちんえきさい)が行われる。

末社 木匠祖（もくしょうそ）神社 宮大工・寺大工・桧皮師・塗師の職人達と、近郷近住の職人の守護神。

末社 北辰神社 造化三神を祀る。上宮の地主神でもある。二之殿の脇殿で西中門内に鎮座。

末社 春日神社
天児屋根命が祭神。一之殿の脇殿。磯の童が神功皇后を助けた由来で、この童は筑前
では志賀島明神、大和では春日大明神。

末社 八子（やこ）神社 八幡大神の八王子神を祀る。玉垣内の神木、楠に鎮まり座す。

末社 亀山神社 大山積命が祭神。上宮の鎮座する小椋山は亀山ともいい、亀山の守護神。

末社 椎宮（しいのみや）神社 神武東征時、海の案内をした椎根津彦命を祀る。

その他末社 平野神社、善神王（ぜじんおう）神社、水分（みくまり）神社、百体（ひゃくたい）神社

誓約の5柱＋３柱 安曇磯良（あずみいそら）：志賀島明神（天児屋根命）
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黒
男
（く
ろ
お
）神
社
は
、
武
内
宿
禰
（た
け
う
ち
の
す
く
ね
）が
祭
神
で
あ
る
。
景
行
天
皇
よ
り
五
代
の
天
皇
に
仕
え
た
功
臣
で
あ
る
。
三

韓
征
伐
で
神
宮
皇
后
に
随
伴
し
、
皇
后
の
子
の
応
神
天
皇
に
厚
い
。 

大
尾
（お
お
）神
社
は
、
大
尾
山
頂
に
あ
り
、
和
気
清
麻
呂
が
道
鏡
事
件
に
際
し
て
、
国
体
護
持
の
御
神
教
を
授
か
っ
た
神
社
で
あ
る
。
当

時
（
七
六
九
年
）
、
八
幡
大
神
は
注

厭
魅
（え
ん
み
）事
件
に
関
与
し
、
大
尾
山
に
あ
っ
た
。
（
注
）
続
日
本
紀
に
は「
人
を
呪
い
殺
そ
う
と
す
る
呪
法
を
行

っ
た
・
・
・」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
大
仏
造
立
時
の
立
役
者
・
大
神
杜
女
・
大
神
田
麻
呂
は
流
罪
と
な
り
、
大
神
氏
一
族
は
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
退
去
し
て
い
る
。 

大
神
祖
（
お
お
が
そ
）神
社
は
、
御
祭
神
は
菱
形
池
に
八
幡
大
神
を
顕
し
た
大
神
比
義
（お
お
が
の
ひ
ぎ
）翁
の
霊
を
祀
る
。 

大
元
（お
お
も
と
）神
社
は
、
宇
佐
神
宮
の
奥
宮
と
さ
れ
、
比
売
大
神
（ヒ
メ
オ
オ
カ
ミ
）
の
降
臨
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
大
神
の
託
宣
に

よ
っ
て
小
椋
山
（
（
現
在
の
本
殿
地
）
に
遷
座
さ
れ
る
。 

次
に
末
社
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

護
王
（ご
お
う
）神
社
は
、
御
祭
神
は
和
気
清
麻
呂
朝
臣
命
。
御
神
教
を
受
け
た
大
尾
（お
お
）山
の
山
腹
に
祀
る
。 

八
坂
神
社
は
、
須
佐
之
男
命
を
御
祭
神
と
し
て
祀
る
。
こ
の
神
社
の
前
で
、
毎
年
二
月
十
三
日
に
鎮
疫
祭(

ち
ん
え
き
さ
い)

が
行
わ
れ
る
。
京 

の
総
本
山
の
八
坂
神
社
で
は
葵
祭
の
鉾
の
山
車
で
疫
病
を
鎮
撫
す
る
。 

木
匠
祖
（も
く
し
ょ
う
そ
）神
社
は
、
宮
大
工
・寺
大
工
・桧
皮
師
・塗
師
の
職
人
達
と
、
近
郷
近
住
の
職
人
の
守
護
神
で
あ
る
。 

八
子
（や
こ
）神
社
は
、
八
幡
大
神
の
八
王
子
神
を
祀
る
。
玉
垣
内
の
神
木
、
楠
に
鎮
ま
り
座
す
。
八
王
子
神
は
天
照
大
御
神
と
素
戔
嗚
命
の

誓
約
で
成
っ
た
男
神
五
柱
と
女
神
三
柱
と
言
わ
れ
る
。 

亀
山
神
社
は
、
大
山
積
命
が
御
祭
神
。
上
宮
の
鎮
座
す
る
小
椋
山
は
亀
山
と
も
い
い
、
亀
山
の
守
護
神
で
あ
る
。 

椎
宮
（し
い
の
み
や
）神
社
は
、
神
武
東
征
時
、
海
の
案
内
を
し
た
椎
根
津
彦
命
を
祀
る
。 

平
野
神
社
は
、
摂
社
住
吉
神
社
の
相
殿
に
お
祀
り
し
、
神
功
皇
后
の
ご
由
縁
の
あ
る
ご
祭
神
で
あ
る
。 

善
神
王
（
ぜ
じ
ん
お
う
）神
社
は
、
高
良
大
神
・阿
蘇
大
神
を
祭
神
と
し
、
上
宮
、
南
中
楼
門
に
祭
る
。
御
門
の
神
と
し
て
勅
使
門
を
守
護
さ

れ
っ
る
。 

水
分
（み
く
ま
り
）神
社
は
、
御
祭
神
は
水
分
五
神
、
高
龗
神
（タ
カ
オ
カ
ミ
ノ
カ
ミ
）
、
天
水
分
神
（
ア
メ
ノ
ミ
ク
マ
リ
ノ
カ
ミ
、
、
国
水
分
神
（ク

ニ
ノ
ミ
ク
マ
リ
ノ
カ
ミ
）、
天
汲
匏
持
神
（ア
メ
ノ
ク
ヒ
ザ
モ
チ
ノ
カ
ミ
）、
国
汲
匏
持
神
（ク
ニ
ノ
ク
ヒ
ザ
モ
チ
ノ
カ
ミ
）を
祭
る
。
水
を
司
る
神
で
あ

る
。 

百
体
（ひ
ゃ
く
た
い
）
神
社
は
、
御
祭
神
を
隼
人
の
霊
と
す
る
。
八
幡
大
神
が
隼
人
征
伐
に
行
幸
さ
れ
、
御
帰
還
時
百
個
の
首
を
持
ち
換
え
ら

れ
た
。
隼
人
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
創
祀
し
た
。 
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第
三
話 

宇
佐
神
宮
歴
史
年
表 

 
宇
佐
神
宮
社
伝
を
紐
解
く
と
、
地
元
神
の
八
幡
神
が
国
家
神
へ変
換
し
て
い
く
過
程
が
良
く
理
解
で
き
る
。
宇
佐
神
宮
の
歴
史
は
四
つ
の

視
点
を
持
っ
て
み
る
こ
と
で
そ
の
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
四
つ
の
視
点
と
は
、「
宇
佐
への
三
女
神
の
降
臨
」
、「
医
術
に
よ
る
朝
廷
への
貢
献

（
参
照
資
料
和
暦
の「
＋
」印
参
照
）
、「
八
幡
神
の
顕
現
（「
⇒
」印
参
照
）
、「
八
幡
神
の
神
託
（和
暦
の「
＊
」
印
を
参
照
）の
視
点
で
あ
る
。 

 

宇
佐
神
宮
社
史
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
神
宮
は
宗
像
三
女
伸
で
あ
る
市
杵
嶋
姫
命
・湍
津
姫
命
（タ
ギ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
・田
霧
姫
命
が
宇
佐

嶋
、
御
許
山
（お
も
と
や
ま
）に
天
降
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
記
紀
に
も
天
照
大
神
の
命
に
よ
り
高
天
原
か
ら
降
臨
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
初
代
の
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
の
東
征
時
に
、
菟
狭
津
彦
（う
さ
つ
ひ
こ
）・
菟
狭
津
媛
に
よ
り
大
御
饗
（お
お
み
あ
え
）を
受
け
歓
待

さ
れ
た
一
柱
騰
宮
（あ
し
ひ
と
つ
あ
が
り
の
み
や
）の
造
営
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
は
現
在
も
宇
佐
神
宮
境
内
に
残
り
、
記
紀
に
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。
記
紀
に
載
る
伝
承
が
神
宮
創
建
の
始
点
に

な
っ
て
い
る
。  

 

宇
佐
神
宮
の
朝
廷
か
ら
の
信
認
は
医
術
に
よ
る
朝
廷

への
貢
献
か
ら
始
ま
る
。
社
伝
で
は
、
二
十
一
代
雄
略

天
皇
の
病
気
に
よ
り
、
豊
国
の
注

巫
覡
（ふ
げ
き
）が
召

し
上
げ
ら
れ
る
。
（
注
）
神
を
祀
り
神
に
仕
え
、
神
意
を
世
俗

の
人
々
に
伝
え
る
こ
と
を
役
割
と
す
る
人
々
を
指
す
。
女
性
は

「
巫
」
、
男
性
の
場
合
は「
覡
」
、「
祝
（ほ
う
り
）
」
と
云
っ
た
。 

さ
ら
に
書
記
に
は
三
十
一
代
用
明
天
皇
の
病
に
よ

り
、
豊
国
法
師
が
内
裏
に
参
内
す
る
。
そ
し
て
、
養
老

五
年
、
医
術
に
よ
り
僧
法
蓮
の
家
族
に「
宇
佐
君
」の

姓
を
賜
う
。 

宇
佐
神
宮
の
初
期
の
註

霊
験
は
帝
の
病
気
治
癒
に
向

け
た
法
医
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
（
注
）
霊
験
と
は
、
神
仏
が

示
す
不
思
議
な
力
を
言
う
。 

八
幡
神
の
顕
現
が
当
神
宮
の
隆
盛
を
確
立
す
る
。

八
幡
神
と
は
十
五
代
応
神
天
皇
（五
世
紀
）を
指
す
。

参照資料Ⅰ- ７：宇佐神宮歴史年表（その１）

出典：宇佐神宮社史（宇佐神宮庁出版）

西暦 和暦 事項

上 代 市杵嶋姫命・湍津姫命・田霧姫命の三女神、
宇佐嶋に天降る。

神武天皇即
位前期

神武天皇東征の折、菟狭津彦・菟狭津媛、
菟狭川の川上に一柱騰宮を造営する。

応神天皇1 応神天皇即位

＋雄略天皇
御代

雄略天皇病気により、豊国の奇巫（ふげき）
召し上げられる。

531 継体天皇25 北魏善正、彦山（英彦山）を開く。

571 欽明天皇32 八幡神顕現し、大神比義が祀る。

587 ＋用明天皇2 用明天皇病により、豊国法師が内裏に参内
する。

703 大 宝 3 医術により僧法蓮に田40町を賜う。

712 和 銅 5 鷹居社を造り、八幡大神を祀る。

720 養 老 4 豊前国守宇努首男人、将軍として八幡神を
奉じ、大隅・日向の隼人を攻め、後放生会を
開始

721 ＋養 老 5 医術により僧法蓮の家族に 宇佐君姓を賜う。

725 神 亀 2 小椋山（現在の本殿地）に八幡大神一之御
殿を遷座する。また、東方の日足に弥勒禅院
を建立する。

731 天 平 3 八幡宇佐宮、官幣に預かる。

733 天 平 5 天平3年の託宣により、二之御殿に比売大神
鎮座する。

あしひとつあがりのみや

ほくぎのぜんしょう

宇佐の辛島郷に
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宇
佐
神
宮
託
宣
集
に
よ
れ
ば
、
十
九
代
欽
明
天
皇
期

に
菱
形
池
の
ほ
と
り
に
、
神
光
（し
ん
こ
う
）が
輝
き

数
々
の
不
思
議
が
起
こ
る
。
欽
明
三
十
二
年
（五
七
一

年
）二
月
初
卯
の
日
に
八
幡
神
の
託
宣
が
あ
り
、「
わ
れ

は
誉
田
天
皇
広
幡
八
幡
麻
呂
（ホ
ン
ダ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ヒ

ト
ハ
タ
ノ
ヤ
ハ
タ
マ
ロ
）な
り
。
我
名
を
ば
護
国
霊
験
威
力

神
通
自
在
王
菩
薩
（ご
こ
く
れ
い
げ
ん
い
り
ょ
く
じ
ん
つ

う
だ
い
ぼ
さ
つ
）と
申
す
」と
告
げ
ら
れ
た
の
で
、
神
異

（し
ん
い
：神
の
威
光
）の
翁
、
大
神
比
義
（
お
お
が
ひ

ぎ
）が
祀
っ
た
と
い
う
の
が
八
幡
大
神
の
最
初
の
御
顕
現

で
あ
る
。 

七
一
二
年
、
鷹
居
社
（た
か
い
し
ゃ
）を
造
り
祀
り
、
七

二
五
年
に
勅
命
に
よ
り
小
椋
山
の
八
幡
大
神
一
之
御

殿
に
遷
座
す
る
。
そ
の
後
、
二
之
御
殿
（七
三
三
）、
三

之
御
殿
（八
二
三
）も
八
幡
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
、
勅
命

で
造
営
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
一
〇
年
、
外
宮
を
造
立

し
、
宇
佐
神
宮
は「
一
処
二
祭
場
」と
い
う
神
社
形
式

に
な
り
、
二
神
殿
を
持
つ
こ
と
で
そ
こ
で
の
祭
祀
を
完
成
さ
せ
た
。
宇
佐
神
宮
は
朝
廷
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
八
幡
神
の
顕
現
か
ら
す
べ
て

託
宣
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
朝
廷
の
加
護
に
よ
り
発
展
し
た
こ
と
が
良
く
表
れ
て
い
る
。 

宇
佐
神
宮
の
霊
験
を
確
定
的
な
も
の
に
す
る「
八
幡
神
の
神
託
」が
あ
る
。 

一
つ
は
聖
武
天
皇
期
の
東
大
寺
大
仏
の
建
立
時
に
、
大
仏
装
飾
の
金
箔
が
不
足
し
た
時
に
、
天
平
二
十
年「
必
ず
国
内
よ
り
黄
金
を
出
す
」

神
託
が
あ
り
、
神
託
通
り
に
陸
奥
国
の
小
田
郡
に
金
が
出
土
し
、
長
門
国
の
銅
山
が
発
見
さ
れ
発
掘
さ
れ
る
。
神
託
が
見
事
に
当
た
っ
た
の

で
あ
る
。 

も
う
一
つ
は
和
気
清
麻
呂
への
神
託
で
あ
る
。
称
徳
天
皇
期
の
道
鏡
事
件
で
あ
る
。
七
六
九
年
、
太
宰
主
神
中
臣
習
宣
阿
蘇
麻
呂
（
だ
ざ
い
の

か
ん
ず
か
さ
な
か
と
み
す
げ
の
あ
そ
ま
ろ
）が「
道
鏡
を
皇
位
に
即
け
し
め
ば
天
下
太
平
な
ら
ん
」の
神
託
が
あ
っ
た
と
奏
上
す
る
。
そ
の
真
意

を
確
か
め
る
た
め
に
そ
の
七
月
、
和
気
清
麻
呂
が
宇
佐
神
宮
に
遣
わ
さ
れ
る
。
太
尾
山
頂
の
神
前
で
女
禰
宜
辛
島
与
曽
米
（め
ね
ぎ
か
ら
し

西暦 和暦 事項

743 ＊天 平 15 聖武天皇 大仏を造る事を発願する。三重塔
建立（東塔）

746 ＋天 平 18 聖武天皇不豫（ふよ）の祈祷に験あり、八幡
大神に三位を与える。
封戸400戸、僧50口等寄進される。

749 ＊天 平 21 聖武天皇、東大寺建立のため八幡宮に祈
り 神託により黄金出土する。

752 天平勝宝4 東大寺大仏開眼する。

769 ＊神護景雲3 八幡神の教えとして道鏡の天位託宣あり、
和気清麻呂宇佐八幡に詣で、道鏡の野望を
くじく。

780 宝 亀 11 小椋山に八幡宮造営。

781 天応１ 八幡大神に、護国霊験威力神通大菩薩の尊
号を上げる。

814 弘 仁 5 最澄、渡唐を願い、八幡大神、香春神に法
華経を講ずる。

821 弘 仁 12 大神・宇佐二氏を宇佐宮宮司に任ずる。

823 弘 仁 14 八幡宮に神功皇后（三之御殿）を祀る。
空海、八幡神を東寺に勧請する。

810
～
824

弘仁年中 下宮を造立す。

855 斉 衡 2 東大寺完成を宇佐八幡宮に報告する。

陸奥の金、長門の銅

参照資料Ⅰ- ７：宇佐神宮歴史年表（その２）

出典：宇佐神宮社史（宇佐神宮庁出版）
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ま
よ
そ
め
）
の
取
次
で「
無
道
の
者
は
よ
ろ
し
く
早
く
掃
除
（そ
う
じ
ょ
）す
べ
し
」と
の
神
託
を
受
け
、
七
月
二
十
一
日
朝
廷
へ奏
上
す
る
。
無

道
の
者
と
は
、
天
皇
の
血
筋
の
後
継
者
で
は
な
い
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
宇
佐
神
宮
は
七
八
一
年
に
八
幡
大
神
に
、「
護
国
霊
験
威
力
神
通

大
菩
薩
」
の
尊
号
を
奉
り
、
簡
略
名
の「
八
幡
大
菩
薩
」と
し
て
、
神
仏
習
合
を
具
現
化
し
た
国
家
の
守
護
神
に
な
っ
た
。 

 

道
教
事
件
の
神
託
に
は
大
神
氏
と
辛
島
氏
の
巫
女
が
出
て
く
る
。
宇
佐
神
宮
に
は
八
幡
神
の
顕
現
で
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
宮
司
の
大
神

氏
と
地
主
神
と
し
て
八
幡
神
を
祭
祀
し
て
い
た
土
着
の
辛
島
氏
と
の
間
に
権
力
争
い
が
発
生
す
る
が
、
次
第
に
大
神
氏
が
主
導
権
を
取
り
、

朝
廷
の
神
社
と
し
て
変
貌
し
て
い
く
。
詳
細
は
後
述
す
る
。 
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コ
ラ
ム
：「
宗
像
三
女
神
」 

 
宇
佐
神
宮
の
二
之
御
殿
に
鎮
座
す
る
比
売
大
神
は
八
幡
大
神
が
顕
れ
る
以
前
の
古
い
神
で
、
宇
佐
島
に
降
臨
し
た
地
主
神
と
言
わ

れ
る
。
宇
佐
島
と
は
宇
佐
洲
、
宇
佐
国
御
許
山
（お
も
と
や
ま
）と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
御
許
山
と
は
宇
佐
神
宮
の
南
に
立
つ
標
高
六
四

七
メ
ー
ト
ル
の
神
体
山
で
、
そ
の
九
合
目
に
宇
佐
神
宮
の
元
宮
と
す
る
大

元
（お
も
と
）
神
社
が
あ
り
、
依
代
（よ
り
し
ろ
）
と
し
て
降
臨
し
た
と
さ

れ
る
三
つ
の
巨
石
を
祭
り
ま
す
。
八
幡
神
の
神
託
で
二
之
御
殿
に
鎮
座

す
る
。
こ
の
三
つ
の
巨
石
は
宗
像
三
伸
の
依
り
代
と
言
わ
れ
る
。 

 

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
宗
像
三
神
は
天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命
と

の
誓
約
（
う
け
い
）に
よ
っ
て
成
っ
た
神
と
言
わ
れ
る
。
高
天
原
か
ら
追
放

さ
れ
る
前
に
訪
れ
た
天
照
大
神
に
高
天
原
を
奪
い
に
来
た
と
い
う
疑
い

を
も
た
れ
る
。
そ
の
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
、
そ
う
い
う
邪
心
が
な
い
こ
と

を
天
照
大
御
神
に
示
す
誓
約
を
さ
れ
ま
す
。
こ
の
誓
約
の
中
で
須
佐
之

男
命
か
ら
成
っ
た
男
神
五
柱
、
天
照
大
御
神
か
ら
成
っ
た
女
神
三
柱
。
女

神
三
柱
が
宗
像
三
女
神
で
多
岐
津
姫
命
（タ
キ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、
市
杵

嶋
姫
命
（イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
多
紀
理
姫
命
（
タ
ギ
リ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ

ト
）
で
あ
る
。
こ
の
誓
約
の
後
、 

 
天
照
大
御
神
の
神
勅
、「
汝
三
神
（イ
マ
シ
ミ
ハ
シ
ラ
ノ
カ
ミ
）、
宜
し
く
道

中
（み
ち
の
な
か
）に
降
居
（く
だ
り
ま
）し
て
、
天
孫
（あ
め
み
ま
）を
助
け

奉
り
、
天
孫
に
祭
（い
つ
）か
れ
よ
。
」
と
。
翻
訳
す
る
と
、「
お
前
た
ち
三

柱
の
神
よ
、
海
路
の
途
中
に
降
り
居
て
、
天
孫
を
助
け
ま
つ
り
、
天
孫
の

た
め
に
お
祀
り
を
さ
れ
よ
」を
受
け
て
高
天
原
か
ら
筑
紫
の
国
に
降
臨
さ

れ
る
。 

御
許
山
への
降
臨
は
こ
の
書
記
の
記
述
に
符
合
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。  

                                                 
 

参照資料Ⅰ- ８ ：誓約により成った神（書紀記述ベース）

天
照
大
御
神

須
佐
之
男
命

高天原での誓約

多
岐
都
比
売
命
（田
寸
津
比
売
命
）

中
津
宮

多
紀
理
毘
売
命
（沖
津
島
比
売
命
）

沖
津
宮

た
き
り
び
ひ
め

た
き
つ
び
め

た
き
つ
ひ
め

正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
命
（ニ
ニ
ギ
の
命
の
父
）

ま
さ
か
つ
あ
か
つ
か
ち
は
や
ひ
あ
ま
の
ほ
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

天
之
菩
卑
能
命
（出
雲
国
造
の
祖
）

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と

天
津
日
子
命
（そ
の
他
国
造
の
祖
）

あ
あ
ま
つ
ひ
こ
ね
の
み
こ
と

活
津
日
子
根
命
（農
業
神
？
）

い
く
つ
ひ
こ
ね
の
み
こ
と

熊
野
久
須
毘
命
（神
秘
的
な
神
霊
？
）

く
ま
の
く
す
び
の
み
こ
と

左御み
づら

右御み
づら

頭御み
づら

左の御手
御みづら

右の御手
御みづら

（湍
津
姫
：た
ぎ
つ
ひ
め
）

（田
心
姫
：た
こ
り
ひ
め
）

（
天
忍
穂
耳
命
）

（
天
穂
日
命
）

（
天
津
彦
根
命
）

（
活
津
彦
根
命
）

（
熊
野
櫲
樟
日
命
）

注：神名は古事記、( )内は書紀での表記名

市
寸
島
比
売
命
（狭
依
毘
売
命
）

辺
津
宮

さ
よ
り
び
め

（市
杵
嶋
姫
）

い
ち
き
し
ま
ひ
め

宗
像
三
神
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